
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で

健
康
教
室

1
足
腰
若
々
し
く　
ラ
ジ
オ
体

操
教
室

▽
日
時　
２
月
20
日（
月
）午
前

10
時
30
分
～
正
午
。

▽
内
容　
正
し
い
ラ
ジ
オ
体
操

第
一
の
講
話
と
実
技
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

2
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動
メ
ニ
ュ

ー　
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ
Ｍミｉ

ｙ
ヤａ
運
動
体
験
会

▽
日
時　
２
月
28
日（
火
）午
後

２
時
～
３
時
30
分
。

▽
内
容　
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
運
動

メ
ニ
ュ
ー
気
軽
に
エ
ン
ジ
ョ
イ

Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
運
動
の
体
験
と
実
技

の
解
説
、
ミ
ニ
講
話
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

3
健
康
づ
く
り
栄
養
教
室　
塩

エ
コ
メ
ニ
ュ
ー
で
高
血
圧
予
防

▽
日
時　
３
月
14
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
１
時
。

▽
内
容  

高
血
圧
予
防
の
た
め

の
講
話
と
減
塩
の
こ
つ
を
学
ぶ

た
め
の
調
理
実
習
。

▽
定
員　
先
着
25
人
。

▽
費
用　
500
円
程
度（
食
材
費
）。

■
会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

■
対
象　
市
内
在
住
で
1
足
腰

を
鍛
え
た
い
65
歳
以
上
の
人
2

運
動
制
限
の
な
い
人
3
初
め
て

参
加
す
る
人
優
先
。

　
な
お
、
1 
2
は
、
市
保
健
セ

ン
タ
ー
の
運
動
教
室
に
参
加
し

て
い
る
、
ま
た
は
参
加
し
た
こ

と
が
あ
る
人
は
不
可
。

■
申
込　
２
月
３
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
627
）

６
６
６
６
へ
。

■
そ
の
他　
1
は
「
市
高
齢
者

等
地
域
活
動
支
援
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
の
対
象
事
業
で
す
。

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防

い
き
い
き
健
康
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室

▽
日
時　
３
月
８
日（
水
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
会
場　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
元
今
泉
５
丁
目
・

市
体
育
館
）。

▽
内
容　
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
後

に
ブ
レ
ッ
ク
ス
の
選
手
と
の
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
、
運
動

に
支
障
の
な
い
65
歳
以
上
の
人
。

▽
定
員　
先
着
30
人
。

▽
申
込　

２
月
７
日
か
ら
、
電

話
で
、
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク

ス
☎（
637
）８
１
３
２
へ
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３
５

８
専
門
医
が
お
伝
え
し
ま
す　

糖
尿
病
合
併
症
と
そ
の
予
防

■
会
場　
東
（
中
今
泉
３
丁
目
）。

1
糖
尿
病
合
併
症
予
防
講
習
会

▽
日
時　
２
月
19
日（
日
）午
後

１
時
～
２
時
30
分
。
午
後
０
時

30
分
開
場
。

▽
内
容　
「
多
様
化
す
る
糖
尿

病
治
療
薬
の
最
前
線　

あ
な

た
に
合
う
お
薬
を
知
り
ま
し
ょ

う
」
と
題
し
た
、
柳
一
徳
さ
ん

（
獨
協
医
科
大
学
内
分
泌
代
謝

内
科
学
内
助
教
）
に
よ
る
講
話

と
、「
知
っ
て
お
き
た
い
糖
尿
病

眼
合
併
症
」
と
題
し
た
、
鈴
木

重
成
さ
ん
（
獨
協
医
科
大
学
眼

科
学
教
室
講
師
）
に
よ
る
講
話
。

▽
定
員　
先
着
200
人
。

▽
申
込　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
年
齢
を
明
記
）
で
、

健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２
６
、

（
627
）９
２
４
４
、

u1907
0500@

city.utsunom
iya.

tochigi.jp
へ
。

2
無
料
糖
尿
病
医
療
相
談
会

▽
日
時　
２
月
19
日（
日
）午
後

２
時
40
分
～
４
時
30
分
。

▽
内
容　
糖
尿
病
に
つ
い
て
内

科
医
、
眼
科
医
に
よ
る
相
談
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
電
話
で
、
健
康
増
進

課
☎（
626
）１
１
２
６
へ
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
っ
て

ど
ん
な
病
気　

腎
臓
病
予
防
講
座

▽
日
時　
３
月
18
日（
土
）午
後

１
時
30
分
～
４
時
。

▽
会
場　
保
健
所（
竹
林
町
）。

▽
内
容　
「
新
た
な
国
民
病
Ｃ

Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
っ
て
ど

ん
な
病
気　
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
の
た

教
室
・
講
座

◎断酒例会に参加しませんか　■昼例会（酒害相談）　▽日時　2 月 17日（金）午後 1 時〜3 時（毎月 1 回）
▽会場　市保健センター。■例会　▽曜日・会場　毎週火曜日＝平石 （下平出町）。毎週水曜日＝西 （西
一の沢町）。毎週木曜日＝中央 （中央 1 丁目）。毎週土曜日＝雀宮 （新富町）▽時間　午後 7 時〜9 時。
■内容　お酒に悩む人たちが互いに理解し合い、支え合うことで問題を解決する。■対象　酒の飲み方がおかしい、
アルコール依存症の疑いがあるなど、お酒で悩んでいる人またはその家族。問保健予防課☎（626）1114

２月の家族介護教室
▽日時・会場・問い合わせ先など　下の
表の通り。
▽対象　要介護高齢者を介護している家
族など。
問高齢福祉課☎（632）2357

日　時 会　場 内　容 問い合わせ先

7日(火)午
後1時30分
～3時30分

清原
（清原工
業団地）

終活
地域包括支援
センター清原
☎（667）8222

1 5 日 ( 水 )
午 前 1 0 時
～正午

横川
（屋板町）

低栄養を
防ぐため
の食事

よこかわ地域包
括支援センター
☎（657）7234

1 6 日 ( 木 )
午後2時～
4時

姿川
（西川田
町）

認知症

姿川南部地域
包括支援セン
ター
☎（654）2281

1 7 日 ( 金 )
午後1時30
分～3時30
分

国本
（宝木本
町）

自宅でで
きるリハ
ビリ

くにもと地域包
括支援センター
☎（666）2211

2 0 日 ( 月 )
午 前 1 0 時
～正午

錦 （今
泉町） 終活

地域包括支援
センター今泉・
陽北
☎ (616）1780
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め
の
運
動
・
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」

と
題
し
た
、安
藤
康
宏
さ
ん（
国

際
医
療
福
祉
大
学
病
院
）
に
よ

る
講
話
と
、原
美
穂
子
さ
ん（
健

康
運
動
指
導
士
）
に
よ
る
運
動

実
技
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
申
込　

２
月
３
日
か
ら
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー

ル
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
）
で
、
健
康
増

進
課
☎（
626
）１
１
２
６
、

（
627
）９
２
４
４
、

u19070
500@

city.utsunom
iya.toc

higi.jp

へ
。

生
き
が
い
づ
く
り
を
応
援

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

教
養
講
座

▽
期
間　

４
月
～
平
成
30
年
３

月
。
た
だ
し
、
上
河
内
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

は
５
～
９
月
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
講
座
は
４・５
月
。

▽
会
場
・
講
座
名
・
開
講
日
時

な
ど　
左
の
表
の
通
り
。
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。
最
少

催
行
人
数
は
定
員
の
半
数
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

で
初
心
者
。

▽
費
用　
教
材
費
な
ど（
実
費
）。

▽
申
込　
各
施
設
に
置
い
て
あ

る
申
込
用
紙
ま
た
は
は
が
き

に
、
住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・

電
話
番
号
・
性
別
（
社
交
ダ
ン

ス
講
座
希
望
の
人
の
み
）・
生

年
月
日
・
希
望
の
講
座
（
第
２

希
望
ま
で
）
を
記
入
し
、
２
月

28
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
、
各
施
設

へ
。
受
講
は
各
施
設
１
人
１
講

座
。
修
了
し
た
講
座
の
再
受
講

不
可
。

▽
そ
の
他　
上
河
内
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
除
く
、
各
施
設
か

ら
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
各
施
設
へ
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３
６

０
シ
ニ
ア
世
代
を
豊
か
に
す
る

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
講
座

▽
日
時　
2
月
10
・
24
日（
金
）、

午
前
10
時
～
11
時
。

▽
会
場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
中
央
１
丁
目
）。

▽
内
容　
「
シ
ニ
ア
世
代
を
豊

か
に
過
ご
す
た
め
の
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
の
重
要
性
」
と
題
し
た
講

座
。

▽
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
以
上

の
人
。

▽
定
員　
各
先
着
15
人
。

▽
申
込　

２
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話・フ
ァ
ク
ス（
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

で
、
み
や
シ
ニ
ア
活
動
セ
ン
タ

ー
☎（
639
）８
５
８
５
、
（
639
）

８
５
７
５
へ
。

◎障がい福祉の計画づくりに関する委員募集　障害者基本法に基づく障がい者計画、障害者総合支援法に
基づく障がい福祉計画策定のため、委員を公募します。▽任期　4 月～計画策定▽内容　任期中 3 回程度
開催する市社会福祉審議会障がい者福祉専門分科会に出席▽対象　申込時に 20 歳以上で、市内に引き続
き 1 年以上住んでいる人▽募集人数　2 人程度▽選考　書類審査など▽その他　申込期限は 2 月 24 日（必
着）まで。申し込み方法など、詳しくは、障がい福祉課☎（632）2673 へ。

老人福祉センター講座一覧
ことぶき会館　〒 321 － 0112 屋板町 558、☎（656）8792

講座名 定員 開講日 時　間
水墨画 10 人 第 1・3 火曜日 午前 10 時～正午
寄せ植え 20 人 第 4 火曜日 午後 1 時～ 3 時
吟詠（神刀無念凱山流）10 人 第 1・3 水曜日 午前 10 時～正午ペン字 20 人 第 2・4 水曜日
絵手紙 20 人 第 4 水曜日 午後 1 時 30 分～3 時 30 分
書道 20 人 第 1・3 木曜日 午前 10 時～正午太極拳 20 人 第 2・4 木曜日
日光彫 10 人 第 2・4 金曜日 午前 10 時～午後 2 時
ヨーガ ･リズム体操 20 人 午前 10 時～ 11 時 30 分
ふれあい荘　〒 321 － 0904 陽東 2 丁目 3 －１、☎（663）3156

講座名 定員 開講日 時　間
ヨーガ・リズム体操 20 人 第 1・3 月曜日 午前10 時 30 分～正午ふれあい元気体操 20 人 第 2・4 月曜日
着物リフォーム 10 人 第 1・3 火曜日 午後 1 時～ 3 時
水墨画 10 人 第 2・4 火曜日 午前 10 時～正午
剣詩舞 10 人

第 1・3 水曜日
午後 1 時～ 3 時

書道 15 人 午前 10 時～正午茶道（裏千家） 10 人
やさしい健康体操 20 人 第 2・4 水曜日 午前 10 時 30 分～正午
陶芸 10 人 第 1・3 木曜日 午前 10 時～正午
民謡 10 人 第 2・4 木曜日 午後 1 時～ 3 時
編み物 10 人 第 2・4 金曜日 午前 10 時～正午
吟詠（神刀無念凱山流）10 人 午後 1 時～ 3 時
やすらぎ荘　〒 320 － 0075 宝木本町 1991 － 1、☎（665）5284

講座名 定員 開講日 時　間
民謡 12 人 第 1・3 月曜日

午前 10 時～正午

水墨画 10 人 第 2・4 月曜日
フラワーアレンジメ
ント 10 人 第 1・3 火曜日
押し花 10 人 第 2・4 火曜日
ペン字 16 人 第 1・3 木曜日
絵手紙 20 人 第 2・4 木曜日陶芸 12 人
囲碁 10 人 第 1・3 金曜日川柳 12 人
太極拳 25 人 第 2・4 金曜日
ヨーガ・リズム体操 20 人 第 1・3 土曜日 午後 1 時～2 時 30 分
すこやか荘　〒 320 － 0852 下砥上町 1259 － 3、☎（648）7750

講座名 定員 開講日 時　間
社交ダンス 14 人 第 1・3 月曜日 午前 10 時 30 分～正午
民謡 15 人 第 1・3 木曜日

午前 10 時～正午太極拳 20 人 第 2・4 木曜日
寄せ植え 15 人 原則第 4 木曜日
はじめての筋力アップ
体操（木） 20 人 第 1・3 木曜日

午前 10 時 30 分～正午はじめての筋力アップ
体操（金） 20 人

第 2・4 金曜日書道 15 人 午前 10 時～正午
編み物 20 人 午前 10 時～午後 2 時
上河内老人福祉センター　〒 321 － 0407 松田新田町 116－1、☎（674）4003

講座名 定員 開講日 時　間
書道 10 人 第 1・3 木曜日 午前 10 時～正午
パソコン 10 人 第 2・4 木曜日 午後 1 時 30 分～3 時 30 分
絵手紙 10 人 第 2・4 金曜日 午前 9 時 30 分～11 時 30 分
太極拳 20 人

午前 10 時～正午
コンテナガーデン（園
芸入門） 10 人 第 3 金曜日

デジタルカメラ 15 人 4 月 3･10･17･
24日、5月1日

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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い
つ
ま
で
も
若
々
し
く

脳
活

い
き
い
き
教
室

▽
日
時　
３
月
10
日（
金
）午
前

９
時
～
正
午
。

▽
会
場　
姿
川
（
西
川
田
町
）。

▽
内
容　
運
動
指
導
員
と
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
員
に
よ
る

脳
を
活
性
化
す
る
生
活
術
に
つ

い
て
の
講
話
と
実
技
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人

▽
定
員　
先
着
30
人
。

▽
申
込　

２
月
３
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
姿
川
☎

（
645
）４
５
３
５
へ
。

中
央
図
書
館
で

医
療
健
康
情
報
講
座

▽
日
時　
２
月
26
日（
日
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
会
場　
中
央
図
書
館
（
明
保

野
町
）。

▽
内
容　
「
長
寿
菌
が
健
康
寿

命
を
決
め
る　
大
切
な
腸
内
環

境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」と
題
し
た
、

辨べ
ん

野の

義よ
し

己み

さ
ん
（
国
立
研
究
開

発
法
人
理
化
学
研
究
所
）
に
よ

る
腸
内
環
境
と
健
康
に
つ
い
て

の
講
演
。

▽
定
員　
先
着
80
人
。

▽
申
込　

２
月
７
日
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
中
央
図
書

館
☎（
636
）０
２
３
１
へ
。

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト
養
成
研
修

▽
日
時　
２
月
19
日（
日
）午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
40
分
。

▽
会
場　
市
役
所
14
階
Ｄ
会
議

室
。

▽
内
容　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
講
師
役
で
あ
る

「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ

ト
」
の
養
成
。

▽
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
年
間
10
回
程
度
を
目
安

に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
を
原
則
無
償
で
行
え
る

人
。
①
認
知
症
介
護
指
導
者
養

成
研
修
修
了
者
②
認
知
症
介
護

実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
認
知
症

介
護
実
務
者
研
修
専
門
課
程
）

修
了
者
③
介
護
相
談
員
④
認
知

症
の
人
を
対
象
と
す
る
家
族
の

会
⑤
そ
の
他
認
知
症
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
や
介
護
経
験
な

ど
が
あ
り
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
の
業
務
を
適
切
に
実
施
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
人
（
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
、
介

護
従
事
者
、医
療
従
事
者
な
ど
）。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　
総
合
案
内
（
市
役
所

１
階
）、
高
齢
福
祉
課
（
市
役

所
２
階
）、
各
・
・
に
置

い
て
あ
る
申
込
用
紙
（
市
か

ら
も
取
り
出
し
可
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、２
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
送
付
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒

320－

8540
市
役
所
高
齢
福
祉
課
、

（
632
）３
０
４
０
、

u1903@
city.utsunom

iya.tochigi.
jp

へ
。

▽
そ
の
他　
受
講
後
は
、
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
連
絡
協

議
会
に
登
録
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３
３
２

市
Ａ
Ｅ
Ｄ
貸
出
制
度
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
多
く
の
市
民
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
参

加
者
の
安
全
を
確
保
し
、
迅
速

に
救
命
処
置
が
で
き
る
環
境
を

整
え
る
た
め
、
無
料
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

貸
し
出
し
を
行
って
い
ま
す
。

▽
対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
行
事
。
①
市
内
で
開
催

さ
れ
、
行
政
機
関
ま
た
は
団
体

が
主
催
し
、
市
民
が
参
加
す
る

体
育
行
事
、
祭
典
、
式
典
、
講

習
会
、
そ
の
他
の
各
種
イ
ベ
ン

教
室
・
講
座

◎難病医療生活相談会（呼吸器系疾患）　▽日時　3 月 1 日（水）①午後 2 時～ 3 時 15 分②午後 3 時 15
分～ 4 時 30 分▽会場　保健所（竹林町）▽内容　①「サルコイドーシスの基礎知識と療養生活での注意点」
と題した、医師による講演②個別相談（希望者のみ）と交流会▽対象　①サルコイドーシスで治療中の人
とその家族など②呼吸器系疾患で治療中の人とその家族など▽定員　①先着 30 人程度②先着４組▽申込
　2 月３日から、電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

お
知
ら
せ

知っていますか　うつ病
最近のうつ病の動向

　うつ病は、ここ 10 数年間で著しく増加しています。
平成 8 年には 43.3 万人だったうつ病などの気分障害
の総患者数は、平成 20 年には 104.1 万人と 12 年間
で 2.4 倍に増加しました。また、その増加と平行す
るように、自殺者数も平成 10 年以降 14 年間連続で、
年間3万人を超過し、大きな社会問題となりました(こ
こ 4 年間はやや減少傾向 )。
　これまでうつ病というと、中高年者の病気と思われ
がちでしたが、最近では若者のうつ病も注目されてい
ます。20・30 代の死因の 1 位は自殺です。自殺の原
因・動機を調べると、分かっているだけでもその約半
数が健康問題で、内訳としてうつ病が約 4 割を占め
ていました。
　こうした命にも関わる精神疾病の急増に対して、国
はこれまで地域医療の基本方針となる医療計画に盛
り込むべき疾病として指定してきた 4 大疾病（がん、
脳卒中、心臓病、糖尿病）に、精神疾患を加えて 5
大疾病とし、重点的な対策が必要であるとの判断を示
しました。
　うつ病の増加の原因については諸説ありますが、社

会の変化が大きく影響していることは否定できませ
ん。最近、「新型うつ病」という言葉がよくマスコミ
で報じられています。「新型うつ病」は、従来から言
われているうつ病とは症状や治療においてかなり異
なります。しかし放置すればこれまでのうつ病同様、
社会に適応できなくなり、場合によっては最悪の事態
へと至る可能性もあるので注意が必要です。
　また、治療して一旦良くなったうつ病が、勝手に服
薬を中断したために再発することは絶対に避けなけ
ればなりません。自分の判断で薬の飲み方は調節しな
いで、必ず医師にご相談ください。
　講演会では、うつ病の症状や治療について詳しく説
明しますので、ぜひお越しください。

（市医師会　中村 研
けん

之
し

）
■こころの健康づくり講座
▽日時　3 月 7 日（火）午後 2 時～ 4 時。
▽会場　中央図書館（明保野町）。
▽内容　「知っておきたいうつの話　病気の理解と治療
の話」と題した、中村研之さん ( 精神科医 ) による講話。
▽定員　先着 50 人。
▽申込　２月３日から、電話で、保健予防課☎（626）
1114 へ。
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ト
②
営
利
を
目
的
と
し
な
い
③

政
治
的
・
宗
教
的
目
的
を
有
し

な
い
④
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当

な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
第
２
条
第
２
号
に
掲
げ
る
暴

力
団
そ
の
他
集
団
的
に
ま
た
は

常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
の
利

益
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
行
事

で
な
い
。

▽
要
件　

主
催
者
な
ど
は
、
対

象
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
期
間
中
、
次

の
い
ず
れ
か
の
人
を
当
該
イ
ベ
ン

ト
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
。
①
医

師
、
看
護
師
、
保
健
師
②
消
防

組
織
法
第
９
条
に
規
定
す
る
消

防
本
部
そ
の
他
の
機
関
が
実
施

す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命

講
習
を
修
了
し
て
い
る
人
③
そ

の
他
市
長
が
認
め
る
人
。

▽
期
間　
対
象
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
期
間
と
そ
の
前
後
２
日
間
。

▽
そ
の
他　
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧

に
な
る
か
、
保
健
所
総
務
課
☎

（
626
）１
１
０
２
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得

　
口
座
振
替
の
早
割
（
通
常
翌

月
末
引
き
落
と
し
を
当
月
末
引

き
落
と
し
）
は
、
毎
月
50
円
割

引
き
で
す
。
希
望
す
る
人
は
、

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
、
預
・
貯
金
通
帳
、
届
出
印

を
お
持
ち
の
上
、
預
・
貯
金
口

座
が
あ
る
金
融
機
関
や
郵
便

局
、
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

さ
ら
に
割
引
き
に
な
る
２
年
前

納
（
毎
月
納
付
す
る
場
合
に
比

べ
て
１
万
５
０
０
０
円
程
度
割

引
き
）・
１
年
前
納
・
半
年
前

納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月

28
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
西
年
金
事
務
所
☎

（
622
）４
２
８
１
、
保
険
年
金
課

☎（
632
）２
３
２
７

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
で

年
金
加
入
記
録
を
確
認

　
年
金
加
入
記
録
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
が
難
し
い
な
ど
の
場
合

は
、
市
役
所
の
窓
口
で
も
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
に
よ
り
年
金
加
入

記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▽
申
込　
本
人
確
認
書
類
（
運

転
免
許
証
な
ど
）、
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
（
年
金
手

帳
な
ど
）
を
お
持
ち
の
上
、
直

接
、
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１

階
）
☎（
632
）２
３
２
７
へ
。

◎みんなで語り合おうこころの健康を考える会　▽日時　2 月 24 日（金）午後 2 時 30 分～ 4 時▽会場　
保健所▽内容　家族のアルコール問題などで悩んだり、生きづらさを感じたりしている人同士の語り合い
▽対象　市内在住の人▽その他　事前に保健師が面接▽申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

　

消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響
を

踏
ま
え
、
所
得
の
低
い
人
の
負

担
を
緩
和
す
る
た
め
、
臨
時
福

祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。
支

給
方
法
は
原
則
、
口
座
振
り
込

み
で
す
。

▽
対
象　

基
準
日
（
平
成
28
年

１
月
１
日
）
現
在
、
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
が
あ
り
、
平

成
28
年
度
分
の
市
民
税
（
均
等

割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
人
。

た
だ
し
、
平
成
28
年
度
分
の
市

民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
人
や
、
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
な
ど
を

除
く
。

▽
支
給
額　
対
象
者
１
人
当
た
り

１
万
５
０
０
０
円
（
１
回
限
り
）。

▽
受
付
期
間　

３
月
１
日
～
７

月
31
日
（
消
印
有
効
）。

▽
申
込　

申
請
書
に
必
要
事
項

を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
付
し

て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
申
請
窓

口
へ
。

▽
そ
の
他　

申
請
窓
口
な
ど
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
広
報
う

つ
の
み
や
３
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
DV
被
害
を
受
け
て
い
る
人
へ　

状
況
に
よ
り
、
臨
時
福
祉
給
付

金
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
臨
時
福

祉
給
付
金
実
施
本
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
よ
く
あ
る
質
問
と
答
え

質　
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
を
申
請
し
て
い
れ
ば
自
動

的
に
給
付
さ
れ
ま
す
か
。

答　
支
給
の
対
象
と
な
る
場
合
、

平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

を
申
請
し
た
人
も
改
め
て
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

質　
基
準
日
（
平
成
28
年
１
月

１
日
）
よ
り
後
に
宇
都
宮
市
に

引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
が
、
宇

都
宮
市
で
支
給
さ
れ
ま
す
か
。

答　
基
準
日
に
住
民
票
が
あ
っ

た
市
区
町
村
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本
部
☎

（
632
）５
１
７
２

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）

支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
へ

２
月
末
か
ら
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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要
介
護
者
が
利
用
す
る

紙
お
む
つ
を
自
宅
に
配
達

▽
内
容　
市
に
登
録
し
て
い
る

紙
お
む
つ
宅
配
事
業
者
が
、
毎

月
１
回
、
利
用
者
の
自
宅
な
ど

に
紙
お
む
つ
・
尿
取
り
パ
ッ
ド

を
配
達
し
ま
す
。

▽
対
象
者　
在
宅
で
、
要
介
護

１
～
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
。
介
護
保
険
施
設
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
含
む
）
や
病
院
に
入

所
・
入
院
中
は
対
象
外
。

▽
自
己
負
担
額　
購
入
額
の
１

割
ま
た
は
２
割
（
介
護
保
険
負

担
割
合
証
に
基
づ
く
）
で
す
。

た
だ
し
、
１
カ
月
当
た
り
の
購

入
額
が
５
５
０
０
円
を
超
え
た

分
は
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。

自
己
負
担
額
は
、
商
品
受
取
時

に
事
業
者
に
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽
申
込　
高
齢
福
祉
課
（
市
役

所
２
階
）
に
置
い
て
あ
る
紙
お

む
つ
宅
配
商
品
カ
タ
ロ
グ
か

ら
、利
用
す
る
事
業
者
と
商
品・

数
量
な
ど
を
選
択
し
、
申
請
書

（
市

か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
、
〒
320

－

8540
市

役
所
高
齢
福
祉
課
へ
。
商
品
カ

タ
ロ
グ
は
市
か
ら
も
取
り
出

し
で
き
ま
す
。
カ
タ
ロ
グ
の
郵

送
を
希
望
す
る
人
は
、
電
話
で

高
齢
福
祉
課
へ
。

▽
そ
の
他　
任
意
の
店
舗
で
紙

お
む
つ
を
購
入
後
、
高
齢
福
祉

課
、
各

・

・

に
置
い
て

あ
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
領
収
書
（
本
人
の
氏
名

と
た
だ
し
書
き
に
「
大
人
用
紙

お
む
つ
」
と
明
記
）
を
添
え
て

申
請
す
る
方
法
（
償
還
払
い
）

も
選
択
で
き
ま
す
。
対
象
者
、

自
己
負
担
額
は
紙
お
む
つ
宅
配

と
同
じ
で
す
。

問
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
９
７

７
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の

生
活
を
支
援　
介
護
保
険
の

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
施
設
へ
の
日
中
の
通
い
を
中

心
に
、
利
用
者
の
状
態
や
希
望

に
応
じ
て
自
宅
訪
問
や
施
設
宿

泊
を
組
み
合
わ
せ
、
在
宅
で
の

生
活
支
援
な
ど
を
受
け
る
。

■
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護　

施
設
に
通
っ
て
入
浴
・
排
せ
つ
・

食
事
な
ど
の
介
護
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
、
機
能

訓
練
な
ど
を
受
け
る
。

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）　

少

人
数
で
共
同
生
活
を
行
い
、
入

浴
・
排
せ
つ
・
食
事
な
ど
の
介

護
を
受
け
る
。
な
お
、
要
支
援

１
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は

利
用
不
可
。

■
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護　

１
日
に
複
数

回
、
日
中
夜
間
を
問
わ
ず
、
定

期
的
に
居
宅
を
訪
問
し
、入
浴・

排
せ
つ
・
食
事
な
ど
の
介
護
を

受
け
る
と
と
も
に
、
随
時
、
通

報
を
受
け
、
日
常
生
活
上
の
緊

急
時
の
対
応
な
ど
を
受
け
る
。

な
お
、
要
支
援
の
認
定
を
受
け

て
い
る
人
は
利
用
不
可
。

■
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

生
活
介
護　
小
規
模
（
定
員
29

人
以
下
）
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
に
入
所
し
、
日
常
生
活
上

の
世
話
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受

け
る
。
な
お
、
原
則
、
要
介
護

３
～
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
の
み
利
用
可
。

■
地
域
密
着
型
通
所
介
護　
小

規
模
（
定
員
18
人
以
下
）
な
通

所
介
護
施
設
で
、
食
事
・
入
浴

お
知
ら
せ

◎フリーダイヤル自殺予防いのちの電話　▽日時　2 月 10 日（金）午前 8 時～ 11 日（土・祝）午前 8 時（24
時間）▽内容　死にたい・死のうと思っている人や、周囲にこのような人がいるときなどの自殺予防相談
▽フリーダイヤル　☎ 0120（783）556。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健予防課☎（626）
1114

ご存じですか
あなたのまちの民生委員・児童委員

　民生委員・児童委員は、「民生委員法」「児童福祉
法」により設置された地域のボランティアで、今年、民
生委員制度創設 100 周年を迎えます。民生委員・児童
委員は、低所得者の援護、高齢者 ･ 母子 ･ 障がい者 ･
妊産婦 ･ 児童などについて、地域住民の相談に応じ助
言を行い、個人の人格を尊重し、秘密を守ります。
　平成 28 年 12 月 1 日に民生委員・児童委員一斉改
選を実施し、本市では約 800 人が厚生労働大臣より
委嘱を受けました。なお、民生委員・児童委員は「市
担当民生委員・児童委員証」を携帯していますので、
訪問を受けた際にはご確認ください。
■市内 39 地区会長 ( 敬称略 )
地区名 氏　名 電話番号 昭 和 釜島和夫 (622)7953
中 央 影山房與 (634)6905 緑が丘 渡邉建太郎 (658)0151
東 高橋治 (622)1577 陽 光 竹原祥子 (645)0766
錦 小寺威夫 (622)0619 陽 南 根岸尚士 (659)3125
西 福田泰子 (622)3208 平 石 吉田治 (661)0506

西 原 檜山和子 (633)8498 石 井 佐藤哲夫 (667)4687
桜 金井勝一 (638)2253 陽 東 笹沼武美 (662)0202

富士見 芥川博子 (635)2336 清 原 斎藤要士 (667)0418
明 保 近藤英子 (648)2835 横 川 山市隆 (656)2282
宮の原 秋場正義 (633)0962 瑞穂野 黒須賢 (656)0693
簗 瀬 海老原志郎 (633)4839 豊 郷 仁平幸子 (621)8749
城 東 島﨑由美子 (636)1151 城 山 長岡伸 (652)2853
戸 祭 菱沼敏子 (625)5387 国 本 水野昭典 (665)4145
細 谷 野中信夫 (624)6205 富 屋 亀山栄子 (665)5230
宝 木 田村保之 (624)1188 篠 井 阿部芳枝 (669)2809
今 泉 岩渕容子 (633)8936 姿 川 杉山茂之 (648)2871
峰 金枝右子 (636)6262 雀 宮 増渕隆一 (654)0312

泉が丘 秋元稔子 (661)8181 若松原 中島均 (653)8010
御 幸 釼持幸子 (663)0863 上河内 石川修 (674)3349
御幸が原 川久保雅明 (662)2690 河 内 清水曉子 (672)2081
■その他　詳しくは、生活福祉第 1 課☎（632）2373、
または各地区会長へお問い合わせください。
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な
ど
の
支
援
を
日
帰
り
で
受
け

る
。

問
事
業
所
、
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）、

高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
９
０
６

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
の

受
診
費
用
の
一
部
を
補
助

1
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▽
対
象　
受
診
時
に
40
～
74
歳

で
、
国
民
健
康
保
険
税
や
市
税

に
滞
納
が
な
い
人
。

▽
補
助
額　
特
定
健
診
と
人
間

ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
と
の

同
時
受
診
＝
１
万
６
３
３
９

円
、
人
間
ド
ッ
ク
の
み
・
脳
ド

ッ
ク
の
み
受
診
＝
１
万
円
。

▽
申
込　
受
診
前
に
電
話
で
、

「
宇
都
宮
市
国
民
健
康
保
険
で

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

の
補
助
希
望
」と
一
言
添
え
て
、

左
の
表
の
健
診
機
関
へ
。

2
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

▽
対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
や
市
税
に
滞
納
が
な
い
人
。

▽
補
助
金
額　
１
万
円
。

▽
申
込　
受
診
前
に
、電
話
で
、

保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
０
７へ
。

▽
そ
の
他　
人
間
ド
ッ
ク
の
補

助
に
は
「
健
康
診
査
受
診
券
」

が
必
要
で
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の

補
助
を
受
け
た
人
は
「
健
康
診

査
」
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■
そ
の
他

▽
受
診
後
の
申
し
込
み
不
可
。

▽
左
の
表
に
な
い
機
関
で
受
診

す
る
場
合
に
は
補
助
対
象
外
。

▽
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
１
回
の
補

助
。

▽
費
用
額
や
検
査
内
容
な
ど

は
、
直
接
、
各
健
診
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
1
保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３

１
６
2
保
険
年
金
課
☎（
632
）２

３
０
７

子
宮
頸け
いが
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

受
診
は
お
済
み
で
す
か

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
30
～
40
歳

代
に
多
い
が
ん
で
す
。
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
ィ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

が
原
因
で
発
症
し
ま
す
。
増
殖

の
ス
ピ
ー
ド
が
非
常
に
遅
く
、

早
期
発
見
し
や
す
く
治
療
し
や

す
い
が
ん
で
す
。

　
乳
が
ん
は
日
本
人
女
性
の
11

人
に
１
人
が
か
か
る
が
ん
で

す
。30
歳
代
か
ら
増
え
は
じ
め
、

50
歳
前
後
の
発
見
が
最
も
多
い

で
す
。
治
り
や
す
い
が
ん
の
一

つ
で
す
が
、
転
移
し
や
す
い
が

ん
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
が
ん
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

と
し
た
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
検
診
日
程
が
残

り
わ
ず
か
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
成
28
年
７
月

に
送
付
し
た
「
平
成
28
年
度
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
」
の
有
効
期
限
は

平
成
29
年
３
月
31
日
で
す
。

■
個
別
健
診
（
市
内
指
定
医
療

機
関
）

▽
申
込　
受
診
す
る
前
に
各
医

療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
受
診
で
き
る
医
療
機
関

や
健
診
項
目
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
市
や
健
康
づ
く
り
の

し
お
り
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
集
団
健
診
（
市
保
健
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
の
健
診
）

▽
電
話
申
込　
市
集
団
健
診
予

約
セ
ン
タ
ー
☎（
611
）１
３
１
１

へ
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込　
パ

ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
、
集
団
健
診
予
約
シ
ス
テ
ム

https://ethroughpass.
seagulloffi

ce.com
/utsuno

miya-kenkou

へ
ア
ク
セ
ス
。

■
申
込
時
の
注
意

▽
予
約
は
、
今
年
度
分
ま
で
可

能
で
す
。
集
団
健
診
は
受
診
希

望
日
の
14
日
前
ま
で
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
集
団
健
診
の
予

約
状
況
は
、
集
団
健
診
予
約
シ

ス
テ
ム

で
確
認
す
る
か
、
市

集
団
健
診
予
約
セ
ン
タ
ー
☎

（
611
）１
３
１
１
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
満
70
歳
以
上
の
人
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、
生
活

保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。

▽
詳
し
く
は
、
市
や
健
康
づ
く

り
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２

９

◎自死遺族支援　わかちあいの会「こもれび」　▽日時　2 月 4・18 日（土）、午後 2 時～ 4 時▽会場　と
ちぎ福祉プラザ（若草 1 丁目）▽内容　大切な人を自死により亡くした人々の思いを分かち合う▽対象　
家族や身近な人を自死で亡くした人▽費用　200 円。問栃木いのちの電話事務局☎（622）7970、保健予
防課☎（626）1114

人間ドック健診機関
健診機関名 電話番号

市医療保健事業団（竹林町） （625）2213
済生会宇都宮病院（竹林町） （643）4441
宇都宮記念病院（大通り 1 丁目） （625）7831
うつのみや病院（南高砂町） （688）5522
鷲谷病院（下荒針町） （648）0484
宇都宮セントラルクリニック（屋板町）（657）7302
宇都宮東病院（平出町） （683）5771
ミヤ健康クリニック（ゆいの杜 3 丁目）（667）8181
県保健衛生事業団（駒生町） （623）8282
冨塚メディカルクリニック（徳次郎町）（666）2555
関湊記念会クリニック（本町） （643）0990

脳ドック健診機関
健診機関名 電話番号

鷲谷病院 （648）0484
宇都宮セントラルクリニック （657）7302
佐々木記念クリニック（屋板町） （656）7117
藤井脳神経外科病院（中岡本町） （673）6211
星脳神経外科（竹林町） （600）4410
宇都宮東病院 （683）5771
宇都宮記念病院 （625）7831
冨塚メディカルクリニック （666）2555
宇都宮脳脊髄センター（一番町） （633）0201
済生会宇都宮病院 （643）4441
岩曽内科脳神経外科医院（岩曽町） （612）1221

▲スマートフォン・タ
ブレット用QRコード

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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申
請
は
お
済
み
で
す
か

い
き
い
き
70

高
齢
者
専
用
バ
ス
乗
車
券

▽
内
容　
年
度

内
（
４
月
～
翌

年
３
月
）
に
１

回
、
５
０
０
０

円
相
当
の
バ

ス
乗
車
券
を

１
０
０
０
円

（
一
部
２
０
０
０
円
）
の
負
担

で
交
付
。
一
部
、
地
域
内
交
通

の
利
用
登
録
が
必
要
。

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ

る
、
３
月
31
日
ま
で
に
70
歳
以

上
の
人
。

▽
申
請
・
交
付
窓
口　
高
齢
福

祉
課
（
市
役
所
２
階
）、
保
健

福
祉
相
談
担
当
（
市
役
所
１

階
）、
各
・
・
。
な
お
、

平
成
28
年
度
分
の
申
請
は
３
月

末
ま
で
。
平
成
29
年
度
分
の
申

請
は
４
月
１
日
以
降
。

▽
持
ち
物　
申
請
者
本
人
を
確

認
で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証

な
ど
）
と
負
担
金
。

▽
そ
の
他　
乗
車
券
の
種
類
や

受
け
取
り
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
、
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２
３

６
０
へ
。

3
月
1
～
8
日
は
女
性
の

健
康
週
間
で
す

健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト

1
た
る
た
る
パ
ン
パ
ン
太
も
も

撃
退　
美
脚
運
動
教
室

▽
日
時　
3
月
4
日（
土
）午
前

10
時
30
分
～
正
午
。

▽
内
容　

運
動
指
導
員
に
よ

る
、
下
肢
筋
力
を
引
き
締
め
る

た
め
の
運
動
と
ミ
ニ
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
30
～
64

歳
で
、
運
動
制
限
の
な
い
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

2
女
性
の
健
康
力
ア
ッ
プ
講
演

会　
き
れ
い
に
な
る
た
め
の
腸

内
フ
ロ
ー
ラ
の
整
え
方

▽
日
時　
3
月
４
日（
土
）午
後

２
時
～
４
時
。

▽
内
容　
瓜う

り

田た

純よ
し

久ひ
さ

さ
ん
（
東

邦
大
学
）
に
よ
る
、
女
性
の
健

康
と
腸
内
フ
ロ
ー
ラ
に
つ
い
て

の
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

3
足
型
測
定

▽
日
時　

3
月
4
日（
土
）・
５

日（
日
）、
午
前
10
時
～
正
午
と

午
後
２
時
～
４
時
の
２
回
。

▽
内
容　
ゼ
ビ
オ
ス
ポ
ー
ツ
エ

ク
ス
プ
レ
ス
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
足
裏
の
形
の
測
定
と
ワ
ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

4
骨
盤
ゆ
が
み
チ
ェ
ッ
ク

▽
日
時　
３
月
４
日（
土
）・
５

日（
日
）、
午
前
10
時
～
正
午
と

午
後
２
時
～
４
時
の
２
回
。

▽
内
容　
ボ
デ
ィ
ー
ズ
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
、
骨
盤
の
ゆ
が
み
チ

ェ
ッ
ク
と
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド

バ
イ
ス
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

5
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
チ
ェ
ッ
ク

▽
日
時　
３
月
４
日（
土
）・
５

日（
日
）、
午
前
10
時
～
正
午
と

午
後
２
時
～
４
時
の
２
回
。

▽
内
容　
下
肢
筋
力
、
将
来
の

要
介
護
リ
ス
ク
な
ど
の
チ
ェ
ッ

ク
と
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ

お
知
ら
せ

◎宇都宮精神保健福祉会（やしお会）　■相談会　▽日時　2 月 2・16 日（木）、午前 10 時～正午▽内容　
精神障がい者を抱えた家族に対し、共通の体験をした家族が個別の相談を受ける。■定例会　▽日時　2
月 16 日（木）午後 1 時～ 3 時 30 分▽内容　話し合いながら精神障がいについて学ぶ。■会場　保健所（竹
林町）。■申込　電話で、保健予防課☎（626）1114 へ。

　　　高額医療・高額介護合算
療養費を支給します

▽対象　平成 28 年７月 31 日現在、国民健康保険または
後期高齢者医療制度に加入しており、平成 27 年 8 月 1 日
～平成 28 年 7 月 31 日に支払った医療費と介護保険の介
護サービス費の合計額が基準額（下の表）を超えた世帯。
ただし、医療費では食費・差額ベッド代・保険適用外の経費、
介護サービス費では食費・滞在費・日常生活費などは対象
外。
▽申込　2 月中旬頃、支給対象世帯に送付する支給申請書
に必要事項を書き、同封の返信用封筒で返送してください。
▽その他　74 歳以下で、国民健康保険以外の健康保険を
利用している人は、各健康保険組合などに「介護保険の自
己負担額証明書」を添付して申請する必要があります。自
己負担額証明書について、詳しくは、高齢福祉課☎（632）
2906 へ。
問国民健康保険＝保険年金課☎（632）2316、後期高齢者
医療制度＝保険年金課☎（632）2307

区　分
国民健康保険
＋介護保険 後期高齢者

医療制度＋
介護保険70 歳未満

の人
70 ～ 74
歳の人

上位
所得者

旧ただし書所得※ 1
901 万円超 212 万円

－ －旧ただし書所得
600 万円超

901 万円以下
141 万円

現役並み所得者※ 2 － 67 万円 67 万円

一　般

旧ただし書所得
210 万円超

600 万円以下
67 万円

56 万円 56 万円
旧ただし書所得
210 万円以下 60 万円

低所
得者

Ⅱ※ 3
34 万円

31 万円 31 万円

Ⅰ※ 4 19 万円 19 万円

※ 1 総所得金額等から基礎控除額（33 万円）を差し引い
た額。※ 2 一部負担割合が 3 割の人。※ 3 市県民税非課
税世帯の人。※ 4 市県民税非課税世帯で、世帯全員の各所
得が必要経費（年金の所得は控除額を 80 万円として計算）
を差し引いたときに 0 円の人。

催
　
し
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ス
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

6
痩
せ
や
す
さ
測
定

▽
日
時　

3
月
4
日（
土
）・
５

日（
日
）、午
後
２
時
～
４
時
。

▽
内
容　
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
、
筋
肉
量
・
脂
肪
量
・
基
礎

代
謝
量
の
測
定
と
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
ア
ド
バ
イ
ス
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

7
ミ
ニ
講
話　
知
っ
て
お
き
た

い
女
性
ホ
ル
モ
ン
と
か
ら
だ
の

話▽
日
時　
３
月
５
日（
日
）午
前

10
時
30
分
～
11
時
。

▽
内
容　
小
田
内
勇
さ
ん
（
大

塚
製
薬
NC
事
業
部
）
に
よ
る
、

女
性
の
健
康
に
関
す
る
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

8
歯
・
お
口
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

の
相
談
会

▽
日
時　
3
月
5
日（
日
）午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分
。

▽
内
容　
歯
科
医
師
に
よ
る
歯

や
お
口
に
関
す
る
個
別
相
談
、

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

に
関
す
る
個
別
相
談
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

9
今
日
か
ら
で
き
る
お
腹
す
っ

き
り
ヨ
ガ
教
室

▽
日
時　
3
月
5
日（
日
）午
後

2
時
～
3
時
。

▽
内
容　
運
動
指
導
員
に
よ
る

ヨ
ガ
の
実
技
と
ミ
ニ
講
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
運
動
制

限
の
な
い
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

10
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽
日
時　

3
月
2
～
7
日
、
午

前
9
時
～
午
後
４
時
30
分
。

▽
内
容　
女
性
の
健
康
に
関
す

る
パ
ネ
ル
と
ハ
ー
ブ
や
ス
パ
イ

ス
の
展
示
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
。

■
会
場　

市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
ラ
ラ
ス
ク
エ
ア
宇
都
宮
９
階
）。

■
申
込　
1
2
9
２
月
3
日
午

前
9
時
30
分
か
ら
、
直
接
ま
た

は
電
話
で
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

☎（
627
）６
６
６
６
へ
3
～
8
10

終
了
時
間
30
分
前
ま
で
に
、
直

接
、
会
場
へ
。

茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
で

各
種
催
し

1
筋
力
向
上
体
操
教
室

▽
日
時　
２
月
14
・
21
・
28
日
、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

▽
内
容　
基
礎
体
力
向
上
の
た

め
の
簡
単
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

2
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▽
日
時　
２
月
17
・
24
日（
金
）、

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

▽
内
容　
ス
ト
レ
ス
解
消
・
健

康
維
持・体
力
増
加
の一石
三
鳥
。

▽
定
員　
各
先
着
20
人
。

3
笑
い
ヨ
ガ
教
室

▽
日
時　
２
月
17
日（
金
）午
後

１
時
30
分
～
２
時
30
分
。

▽
内
容　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ

の
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
新

し
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
。

▽
定
員　
先
着
30
人
。

■
会
場　
茂
原
健
康
交
流
セ
ン

タ
ー
（
茂
原
町
）。

■
費
用　
施
設
利
用
料 （
実
費
）。

問
茂
原
健
康
交
流
セ
ン
タ
ー
☎

（
654
）２
８
１
５

介
護
予
防
講
演
会

い
つ
ま
で
も
元
気
に

始
め
ま
し
ょ
う
介
護
予
防

▽
日
時　
２
月
14
日（
火
）午
後

２
時
～
４
時
。

▽
会
場　
東
（
中
今
泉
３
丁
目
）。

▽
内
容　
「
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
た
め
に　
ま
ず
は
、
こ
こ

か
ら
」
と
題
し
た
、
小
久
保
晴

代
さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
）
に
よ
る
講
演
会
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以

上
の
人
ま
た
は
支
援
に
関
わ
る

人
。

▽
定
員　
先
着
150
人
。

▽
申
込　

２
月
３
日
か
ら
、
電

話
で
、
高
齢
福
祉
課
☎（
632
）２

３
５
７
へ
。

◎健康で豊かな人間性を育むために　食育情報コーナー　▽日時　休館日を除く毎日、午前 9 時～午後 5
時。入館は午後 4 時 30 分まで▽会場　市保健センター▽内容　「バレンタインのカロリーオフレシピ」
をテーマに、食生活習慣のヒント・食に関する情報などのパネル紹介や、パンフレット・レシピの配布な
ど。問市保健センター☎ (627)6666

福祉サービスなどの苦情解決システム
　市では、福祉サービスや福祉事業全般に対する
苦情や相談に応じ、解決するためのシステムを設
けています。このシステムは、福祉に関する各窓
口に苦情解決の担当者を置き、皆さんの立場に立っ
て適切な対応を図るためのものです。
▽受付方法　直接または電話・ファクス・書面な
どで、下の表の各施設へ▽申出人　本人、その家族、
状況を具体的かつ的確に把握している代理人など
▽その他　秘密は厳守します。また、匿名の相談
も受け付けます。苦情受付担当者やファクス番号
など詳しくは、各担当課・施設へお問い合わせく
ださい。
■福祉サービスの提供・事業を実施する担当課に
よる受け付け

対　象 担当課 電話番号
生活に困って
いる人

生活福祉第１課 (632)2105・2068
生活福祉第２課 (632)2465・2876・

2891
高齢者 高齢福祉課 (632)2356・2359
障がい者 障がい福祉課 (632)2366・2361
子どもや子育
て世帯

子ども家庭課 (632)2789
保育課 (632)2391

■各施設のサービスに対する受け付け
施　　設　　名 電話番号

子ども発達センター（鶴田町） (647)4721
大谷保育園（駒生町） (652)0148
泉が丘保育園（泉が丘６丁目） (661)2717
石井保育園（石井町） (661)5003
竹林保育園（竹林町） (621)0057
松原保育園（松原３丁目） (621)8600
北雀宮保育園（若松原２丁目） (653)5185
東浦保育園（東浦町） (658)6907
ゆずのこ保育園（松田新田町） (674)2020
なかよし保育園（白沢町） (671)1811
西部保育園（鶴田町） (647)4730

■第三者委員による受け付け　市では中立的な立
場で苦情解決を図るため、次の通り 4 人の第三者
委員を委嘱し、苦情などを受け付けています。連
絡先については、保健福祉総務課☎ (632)2930 へ。
▽野中信夫▽影山房

ふさ
與
よ

▽檜山和子▽渡邉建太郎（敬
称略）。

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金
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